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山梨県内では中小企業の比率が非常に高く、中小・小規模事業者を中心に、DXの取組みが不十分
※事業所数ベースで中小企業が99.9%（うち小規模事業者が88.5%（2023年版中小企業白書））

人口減少、特に若年層の県外流出が大きく、県内で魅力的な職・仕事の機会の提供が急務
※現状のペースでは2060年には本県の総人口が50万人を割り込む（2015年比約44%減）と見込まれており、生産年齢人口の一層の減少が危惧

県内の中小企業は、DXの意向はあっても「資源（ヒト・カネ）」の面で懸念があり、
DX推進・実現に至っておらず、DX人材の確保に課題

県民一人ひとりに豊かさをもれなく届けられる仕組みをもった「豊かさ共創社会」の実現に向け、
２つの理念を核として取り組んでいる
① 県民の生活基盤を強く安心できるものにする「ふるさと強靱化」
② 物理的な面とともに意識の上での開化も進め、全ての人に対して開かれた「『開の国』づくり」

山梨県の具体的な戦略を定める総合計画の中で、
『中学・高校でデジタルスキルを学んだ生徒が、大学等で更に磨きをかけながら後進の中高生を指導すると
ともに、中小企業等の DX を支援するなどの自発的な循環サイクル「DX 人材育成エコシステム」の形成』
を進めることとし、取り組みを進めている。
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DX人材育成エコシステム創出事業山梨県

この事業を通じて企業のDX推進を加速。その過程で若い人材が地元企業のDXを担うことで、地域に対する
貢献意欲の向上や、県内企業での活躍機会の気づきを創出

地域経済の活性化と若年層DX人材の県内定着・回帰
双方が好循環に向かう経済モデルの確立

事業の
目的

かい



事業
内容

山梨県

 各種育成プログラムにより、県内
の若手人材を中心に未来の地域
リーダーの養成とDX人材の域内
確保を実現

 地域での成功体験・魅力再発見に
よって大学生の県内定着を推進

 将来的なDX人材育成・供給の自
発的な循環サイクル実現のため
の基盤づくり

 DXの意向はあるがリテラシーや
リソースに課題を抱える県内中小
企業に対して、「生成AI」などの先
進技術を活用し、DX実現に向けた
「発注」に至る筋道を作り、県内企
業のDX推進を加速

 県内で育成した「大学生DX人材」
がDXの担い手となることにより、
DX推進・実現上の資源（ヒト・カ
ネ）面の課題解消

DX人材育成エコシステム創出事業



山梨県 DX人材育成エコシステム創出事業

DX研修メニュー①



山梨県 DX人材育成エコシステム創出事業

紹介映像：https://youtu.be/31xkSjkvsZM

DX研修メニュー②

https://youtu.be/31xkSjkvsZM


山梨県 DX人材育成エコシステム創出事業

企業支援メニュー（案）

※メニューは調整中の段階であり、今後変更となる可能性があります。



次世代を担うDX人材を継続的に輩出する全国初のエコシステムの実現へ！
～現代の企業社会が直面する“DX人材の不足”という課題を山梨県が先行事例として解消～

企業との連携のイメージ
 小・中・高生、経営指導員向け研修への
人材派遣、講師派遣

 企業支援プログラムの共同開発

連絡先 山梨県ＤＸ・情報政策推進統括官（ＤＸ推進）
担当：島村

TEL：055-223-1720 E-mail：dx＠pref.yamanashi.lg.jp
※メール送付時は＠（全角）を@（半角）に置き換えて送信してください

企業のメリット
 事業成果報告会へのご招待（寄附事業の効果視認）
 社会貢献企業としてのPR効果
 本県との新たなパートナーシップの構築
 新たな課題解決に取り組む企業としてのイメージアップ
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